
世界遺産ニュースレター

「秋の富士山 (小山町)」 (撮影 !山本正行)

推
薦
書
原
案
提
出
に
向
け
、
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再
ス
タ
ー
ト
！

本
年
７
月
の
国
へ
の

登
録
推
薦
書
原
案
提
出
は
先
送
り
に
…

静
岡

・
山
梨
両
県
で
は
、

富
士
出
世
界
文
化
遺
産
の
早
期
登
録
を
実
現
す
る
た

め
、

本
年
７
月
の
文
化
庁
へ
の
推
薦
書
原
案
提
出
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

し
か
し
、

構
成
資
産
で
あ
る
富
士
五
湖
を
国
の
文
化
財
に
指
定
す
る
た
め
に
必

要
な
同
意
取
得
の
遅
れ
等
の
理
由
に
よ
り
、

残
念
な
が
ら
今
回
の
提
出
を
先
送
り

と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
後
は
、

平
成
２３
年
７
月
の
推
薦
書
原
案
提
出
に
向
け
、

速
や
か
に
課
題
を
解

決
す
る
と
と
も
に
、

確
実
に
登
録
さ
れ
る
よ
う
、

推
薦
書
原
案
の
内
容
の
充
実
に

努
め
て
い
き
ま
す
。



世
界
遺
産
と
は
、

か
け
が
え
の
な
い
人
類
共

通
の
財
産
と
し
て
、

国
際
的
に
保
護

・
保
全
し
、

未
来
に
伝
え
て
い
く
必
要
の
あ
る
、

世
界
の
貴

重
な
資
産
の
こ
と
で
す
。
２
０
１
０
年
９
月
現

在
、

世
界
遺
産
は
世
界
中
で
９
１
１
件
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

登
録
の
た
め
に
は
、

ま
ず
富
士
山
の
価
値
を

示
し
た
推
薦
書
原
案
を
文
化
庁
に
提
出
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

推
薦
書
原
案
と
は
、

文
化
庁
か
ら
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出
さ
れ
る
登
録
推
薦
書

の
基
と
な
る
も
の
で
す
。

文
化
庁
に
提
出
後
、

よ
り
詳
細
な
検
討
を
加
え
、

文
化
庁
長
官
の
署

名
を
添
え
て
英
文
で
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

登
録
推
薦
書
の
書
式
は
ユ
ネ
ス
コ
に
よ

っ
て

定
め
ら
れ
て
お
り

（『世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た

め
の
作
業
指
針
し
、

具
体
的
に
は
、

推
薦
さ
れ

る
資
産
の
持

つ
価
値

（世
界
に
と

っ
て
重
要
な

意
味
の
あ
る

「顕
著
な
普
遍
的
な
価
値
」
を
持

つ
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
）
や
そ
の
価
値
を

証
明
す
る
上
で
不
可
欠
な
構
成
資
産
の
概
要
、

保
存
管
理
の
方
法
な
ど
を
記
述
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

富
士
山
の
推
薦
書
原
案
で
は
、

「顕
著
な
普
遍

的
価
値
」
と
し
て
、

①
日
本
の
文
化

（特
に
信
仰
や
世
界
に
広
く
知

ら
れ
た
芸
術
）
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と

②
現
在
に
続
く
文
化
的
伝
統

（古
来
多
く
の
人

が
富
士
山
に
あ
こ
が
れ
親
し
ん
で
き
た
こ
と
）

の
物
的
証
拠
で
あ
る
こ
と

③
特
に
近
世
に
、

人
間
が
自
然
と
適
切
な
バ
ラ

ン
ス
を
保

っ
て
関
わ
り
あ

っ
て
い
た
山
の
景
観

の
代
表
例
で
あ
っ
た
こ
と

を
挙
げ
ま
し
た
。

そ
し
て
、

こ
れ
ら
が

「顕
著

な
普
遍
的
価
値
」
の
評
価
基
準

（面
）
、

（貯
）
、

（宙
）
に
該
当
す
る
た
め
、

世
界
文
化
遺
産
に

ふ
さ
わ
し
い
と
結
論
付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
富
士
山
の
持
つ

「顕
著
な
普
遍
的
価
値
」

を
具
体
的
に
示
す
も
の
が
、

「信
仰
」
、

「芸
術
」
、

「景
観
」
の
観
点
か
ら
選
定
さ
れ
た
１７
個
の
構
成

資
産
で
す
。

こ
れ
ら
は
大
き
く
、

Ａ
　
山
体
お
よ
び
そ
れ
と

一
体
化
し
た
範
囲

Ｂ
　
周
辺
の
神
社
、

巡
礼
地
な
ど

Ｃ
　
告
田
士
山
か
ら
離
れ
て
い
る
展
望
地

と
い
う
形
に
分
け
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

保
存
管
理
に
つ
い
て
は
、

富
士
山
の

現
状
を
述
べ
た
上
で
、

今
後
こ
れ
を
ど

一　
　
の
よ
う
に
守

っ
て
い
く
の
か
を
、

対
象

一　
　
範
囲

（構
成
資
産
だ
け
で
な
く
そ
の
周

一　
　
辺
も
緩
衝
地
帯
と
し
て
そ
の
対
象
に
し

一　
　
ま
す
）
、

法
律
な
ど

の
保
護
手
段

（文

一　
　
化
財
保
護
法
、

自
然
公
園
法
、

森
林
法
、

一　
　
景
観
法
／
景
観
条
例
な
ど
）
、

そ
れ
を

一　
　
実
施
す
る
組
織
体
制

（現
在
検
討
中
）

一　
　
な
ど
を
中
心
に
記
述
し
ま
し
た
。

一　
　
　
こ
の
推
薦
書
原
案
の
内
容
に
つ
い
て

一　
　
は
、
７
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
二
県
学

一　
　
術
委
員
会
に
お
い
て
概
ね
了
承
さ
れ
ま

一　
　
し
た
。

現
在
こ
の
推
薦
書
原
案
は
本
誌
４
面

に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て

お
り
ま
す
が
、

今
後
も
加
筆

・
修
正
を

し
て
い
き
ま
す
。

●
顕
著

な
普
遍
的
価
値

の
評
価
基
準

（全
１０
項
目
）

（
２
０
０
５
年
２
月
版
「世
界
遺
産
条
約
履
行
の
た
め
の
作

業
指
針
　
文
化
庁
仮
訳
」
７７
項
よ
り
）

（
―
）人
間
の
創
造
的
才
能
を
表
す
傑
作
で
あ
る
。

（市
）建
築
、科

学
技
術
、

記
念
碑
、都

市
計
画
、

三泉
観
設
計
の

発
展
に
重
要
な
影
響
を
与
え
た
、

あ
る
期
間
に
わ
た

る
価
値
観
の
交
流
又
は
あ
る
文
化
圏
内
で
の
価
値
観

の
交
流
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
―――
）
現
存
す
る
か
消
減
し
て
い
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

あ

る
文
化
的
伝
統
又
は
あ
る
文
明
の
存
在
を
伝
承
す
る

物
証
と
し
て
無
こ
の
存
在
（少
な
く
と
も
希
有
な
存

在
）
で
あ
る
。

（
じ

歴
史
上
の
重
要
な
段
階
を
物
語
る
建
築
物
、

そ
の
集

合
体
、科

学
技
術
の
集
合
体
、

あ
る
い
は
景
観
を
代
表

す
る
顕
著
な
見
本
で
あ
る
。

（
ｖ
）あ
る
ひ
と
つ
の
文
化
（ま
た
は
複
数
の
文
化
）
を
特
徴

づ
け
る
よ
う
な
伝
統
的
居
住
形
態
若
し
く
は
陸
上
〓

海
上
の
土
地
利
用
形
態
を
代
表
す
る
顕
著
な
見
本
で

あ
る
。

又
は
、

人
類
と
環
境
と
の
ふ
れ
あ
い
を
代
表
す

る
顕
著
な
見
本
で
あ
る
（特
に
不
可
逆
的
な
変
化
に

よ
り
そ
の
存
在
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
も
の
）

（
Ｕ

顕
者
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
出
来
事
（行
事
）
、

生

き
た
伝
統
、

思
想
、信

仰
、≡蚕

術
的
作
品
、

あ
る
い
は
文

字
的
作
品
と
直
接
ま
た
は
実
質
的
関
連
が
あ
る
含
」

の
基
準
は
他
の
基
準
と
あ
わ
せ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
）

（
ｖｉｌ
）
最
上
級
の
自
然
現
象
、

又
は
、

類
ま
れ
な
自
然
美
・美

的
価
値
を
有
す
る
地
域
を
包
含
す
る
。

（
ｖｉｉｌ
）生
命
進
化
の
記
録
や
、

地
形
形
成
に
お
け
る
重
要
な

進
行
中
の
地
質
学
的
過
程
、

あ
る
い
は
重
要
な
地
形

学
的
又
は
自
然
地
理
学
的
特
徴
と
い
っ
た
、

地
球
の

歴
史
の
主
要
な
段
階
を
代
表
す
る
顕
著
な
見
本
で
あ

る
。

（
ｌｘ
）陸
上
・淡
水
域
・沿
岸
・海
洋
の
生
態
系
や
動
植
物
群

集
の
進
化
、発

展
に
お
い
て
、重

要
な
進
行
中
の
生
態

学
的
過
程
又
は
生
物
学
的
過
程
を
代
表
す
る
顕
著
な

見
本
で
あ
る
。

（
ｘ
）
学
術
上
又
は
保
全
上
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る

絶
減
の
お
そ
れ
の
あ
る
種
の
生
息
地
な
ど
、

生
物
多

様
性
の
生
息
域
内
保
全
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
自
然

の
生
息
域
を
包
含
す
る
。

「富士山」が世界遺産暫定リストに |
登載される解成]鉾1励       |

・構成資産の決定、顕著な普遍的価値を
証明するための調査、検討
・構成資産を保護、保全するための

「保存管理計画」の策定
・構成資産につしヽて国文化財指定の手続き

国からユネスコヘ推薦書の提出
| | ‐

t l  l

ユネスコ諮問機関(イコモス)による

現地調査・勧告

ミ,
世界遺産委員会での審議

ドヽ ‐
世界遺産登録



構成資産候補の一覧表

区分 名  称 所 在 地

A

富士山 静岡県 山梨県 県境未確定地

・山頂信仰遺跡 富士山八合目以上

・大宮・村山口登山道 富士目市 富士市

・須山口登山道 御殿場市

・須走回登山道 」`L山田丁

・吉田□登山道 富士吉田市`富士河回湖町

・北日本目冨士浅間神社 冨士吉田市

・西湖 富士河回湖町

・精進湖 富士河回湖町

・本栖湖 身延町 富士河回湖町

Bl 富士山本宮浅間大社 富士宮市

B2 山宮浅間神社 富士宮市

B3 村山浅間神社 富士目市

B4 須山浅間神社 裾野市

B5 冨士浅間神社 小山町

B6 河口浅間神社 富士河回湖町

B7 冨士御室浅間神社 富士河口湖町

B8 御師住宅 富士吉田市

B9 山中湖 山中湖村

B10 河口湖 富士河回湖町

Bll 忍野八海 忍野村

B12 船津胎内樹型 富士河回湖町

B13 吉田胎内樹型 富士吉田市

B14 人穴富士講遺跡 富士目市

B15 白糸ノ滝 富士宮市

C 三保松原 静岡市

7月23日 に開催された第3回富士出世界文化遺産登録推進両県含同会議

（
１
）
推
薦
書
原
案
提
出
の
先
送
り
に
つ
い
て

推
薦
書
原
案
は
、

７
月
初
旬
に
開
催
し
た
学

術
委
員
会
の
承
認
を
得
て
お
り
、

さ
ら
に
７
月

末
ま
で
に
内
容
の

一
層
の
充
実
を
図
っ
た
上
で
、

文
化
庁

へ
の
提
出
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、

推
薦
書
原
案
の
提
出
に
必
要
な

構
成
資
産
の
国
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
、

富
士

五
湖
の
指
定
に
係
る
所
有
者
な
ど
の
同
意
取
得

作
業
が
様
々
な
要
因
で
遅
れ
た
た
め
、

提
出
ま

で
に
作
業
が
完
了
す
る
見
通
し
が
立
た
な
く
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、

富
士
山
の
保
存
管
理
の
仕
組
み
に
つ

い
て
も
、

広
範
囲
に
及
ぶ
富
士
山
を
適
切
に
保

存
管
理
す
る
た
め
の
法
令
を
所
管
す
る
関
係
省

庁
間
の
合
意
が
最
終
的
に
固
ま

っ
て
い
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
７
月
２８
日
に
開
催
し
た

「第
８

回
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
両
県
合
同

会
議
」
に
お
い
て
、

推
薦
書
原
案
の
提
出
を
１

年
先
送
り
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
Ｘ
フ
後
の
取
組
に
つ
い
て

今
後
、静

岡
・山
梨
両
県
及
び
関
係
市
町
村
で
は
、

①
構
成
資
産
の
国
文
化
財
指
定
作
業

②
保
存
管
理
計
画
の
再
検
討

③
推
薦
書
原
案
の
内
容
の
精
査

な
ど
の
課
題
を
速
や
か
に
解
決
し
、

来
年
７
月

に
推
薦
書
原
案
を
提
出
で
き
る
よ
う
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、

文
化
庁
や
学
術
委
員
、

海
外
専

門
家
な
ど
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

富
士
山
の

確
実
な
登
録
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、

皆
様
の
御
理
解
、

御
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◎第34回 ユネスコ世界遺産委員会より
第34回 となる世界遺産委員会|よ2010年 フ月25日 から8月 3日 まで、

ブラジルの首都ブラジリアで開催されました。今回の委員会では、2]

件の物件が新たに世界遺産に登録され、世界遺産の数は合計で911件

となりました。新規登録につしヽて|よ、例年の採択書」合よりも高く、主
に保存管理体制が構築されているか否かが審査に影響を与えました。
日本に関連のあるものとして|よ、第五福竜丸が被爆したマーシャル

諸島の 「ビキニ環礁」が世界文化遺産に登録されました。広島の 「原
爆 ドーム」に続き、「負の遺産」としての登録で、「核実験の威力を伝
える上で、非常に意義深い証拠」と評価されました。

第34回 世界遺産委員会



美
し
い
富
士
山
を
将
来
に
向
け
て
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
対
し
世
界
遺
産
の
意
義
や
富
士
山
の
価
値
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

県
で
は
ヽ
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
の
作
成
や
、

出
前
講
座
の
開

催
な
ど
の
啓
発
活
動
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

１

子
ど
も
向
け
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
の
　
　
　
　
２

習
ヨ士
山
世
界
文
化
遺
産
」
出
前
講
座

作

成

・
配
布

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

富
士
山
の
自
宏
碍

文
化
、

世
界
遺
産
に
つ
い

小
学
校
高
学
年
を
対
象
に
、

富
士
山
の
文
化
　
　
て
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

専
門
知
識
を
有

的
価
値
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

写
　
　
し
た
講
師
を
派
遣
し
、

世
界
遺
産
の
基
礎
知
識

真
や
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
た
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
　
　
や
登
録
に
向
け
て
の
取
組
状
況
を
解
説
し
ま
す
。

作
成
し
、

関
係
市
町
小
学
校
や
図
書
館
等
に
配
　
　
　
昨
年
度
は
、

小
中
高
合
わ
せ
て
１１
校
、

約
６

布
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

３

親
子
で
学
ぼ
う
富
士
出
世
界
遺
産

（全
２
回
）

今
年
度
の
新
し
い
取
組
と
し
て
、

親
子
が

一

緒
に
、

富
士
山
の
構
成
資
産
や
ゆ
か
り
の
地
を

巡
り
な
が
ら
、

富
士
山
の
自
然
や
文
化
に
触
れ

る

「親
子
で
学
ば
う
富
士
山
世
界
遺
産
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
７
月
に
実
施
し
た
第
１
回
は
、

「富
士
山
と
芸
術
」
を
テ
ー
マ
に
県
立
美
術
館

や
三
保
松
原
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

１０
月
に

実
施
す
る
第
２
回
目
は
、

冒
田
士
山
と
信
仰
」

を
テ
ー
マ
に
、

富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
や
白
糸

ノ
滝
な
ど
を
巡
り
ま
す
。

最新の世界遺産情報を提供します

画像や映像を使用し、

末広がりにちなみ、8月8日8時3分に
互いに手を取り合う川勝知事(中央)

川勝知事は、富士山頂で、世界文化遺産登録推進のイ
ベントに参加するため8月7日夜、富士山富士宮口登山道

の五合目を出発し、8日早朝に無事初登頂を果たしました。

8月8日8時8分に、イベント主催者の呼びかけにより参

集した一般登頂者と互いに手を取り合い、早期の世界遺

産登録を祈念しました。

知事は、「途中きつかったが、美しい景色に慰められた。

環境、自然保護の大切さを改めて実感した。登頂が一人

の力ではできないのと同様に、静岡県と山梨県が一体と

なり世界文化遺産登録を実現したい」と抱負を語りました。

静岡県と廃児島県の県議会議員の
有志が富士章山

平成22年 8月4国 から5国 に、静岡県富士山世界文化遺産登録推進議員
連盟と鹿児島県観光振興議員連盟の有志16名が、富士登山を行いました。
4日夜、富士宮口六合目の山小屋に宿泊し、5日早朝から登り始め、バイ
オ トイレや登山道の混雑状況を視察しながら、無事山頂まで辿り着くこと
ができました。

山頂の浅間大社奥目で1よ、神社職員から富士山の信仰と歴史につしヽての
お話を伺い、富士山の神聖性と観光との調和につしヽて意見を交換しました。

山頂奥宮で記念撮影

ン 、韓麓 慮助寄砕あ 使用ふ ま曳




